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9９ 
“I，minalabyrinth'’ 
一Ｔ７ｂｅｃ〃α"9℃""ｇについて－
木原文子
(１） 
Bradbrookは，ｍｅＣﾉiα"深ﾉﾉ"ｇのｋｅｙｗｏｒｄｓを“change，，と“judg‐
ment，，と“will,'（instinctivedesire）であるとし，欲望によってjudg‐
ｍｅｎｔは目隠しされ，“atamemadness，’であるｌｏｖｅが人間をとらえて別
人のごとく“change，，してしまう，と言っているが')，主人公Beatriceに
関して言えば，彼女は何事にも一定の判断の基準を持たない，本質的にblind
な存在だと言えよう。彼女に見えるものはただひとつ，“myhonour，'だけで
ある。しかもそのhonourが何たるかすら，分かってはいない。ひたすら外見
上のそれを取り繕うだけである。自分の置かれた情況が変化するにつれて，
moralもconscienceも，さらには愛の対象までもが変化しつづけていく。彼
女の内で不動なものは唯ひとつ，AlsemeroにA1onzo殺しを告白し，驚樗
する彼に問いかける，“shallgreaterdangers／Makethelesswelcome?，，
（Ｖ・iii、78-9)2)に集約される，未熟な精神だけである。この台詞をロにする
彼女には，少しも悪びれたところばない。A1onzoを，さらにDiaphantaを
消そうと決心したときも，その後々までも，彼女に罪の意識は生まれない。
Alonzoの死体から切り取った指を証拠として見せられたときの恐怖は，罪へ
のおののきではなく，物体のグロテクスさに嫌悪を感じたにすぎないのだ。彼
女が一度だけ“ｓｉｎ，，をロにするのは，ＤｅＦ１ｏｒｅｓに迫られたときである。
Vengeancebegins； 
Ｍｕｒｄｅｒｌｓｅｅｉｓｆｏｌｌｏｗｅｄｂｙｍｏｒｅｓｉｎｓ・
Ｗａｓｍｙｃｒｅａｔｉｏｎｉｎｔｈｅｗｏｍｂｓｏｃｕｒｓ，ｄ， 
Hosei University Repository
100 
Ｉｔｍｕｓｔｅｎｇｅｎｄｅｒｗｉｔｈａｖｉｐｅｒ６ｒｓｔ？ (miV、163-6）
だがここでも，“sins，，を犯す主体者はあくまでＤｅＦｌｏｒｅｓであり，自分は
運命の被害者だという意識が読象とれる。彼女には，殺人も密通も目的のため
には避けられなかったものであり，むしろ自分は犠牲者なのだ。Alsemeroと
の出会いの直後の“Ishallchangemysaint，'（１．ｉ、155）という言葉
は，“change，，が「うつるいやすさ」を示す以上に，台詞全体が彼女の道徳
感の欠如を物語っている。
A1onzoを殺すためにＤｅＦｌｏｒｅｓを利用するとき，Beatriceには彼は
“will，，を通すための道具にしか見えない。身分という外的な要素に阻まれた
目には，彼が人間であり，何より男であることが見えていない。それだからこ
そ，代償に肉体を要求されて，心底から驚くのである3)。“poison，，，“basル
lisk，'，“serpent,，（Ｌｉ,112,115,225）である男が，腹の底まで悪であ
ったことに全く気づかなかったとは，何と皮肉なことであろう。
彼女はだが，自分のblindnessを早々と暴露してしいる。“sure，mine
eyesweremistaken,''（１．ｉ、８４）と，Alonzoとの婚約を後悔するのだ。
しかもその彼女は，この台詞の少しiiiには，愛を告白するAlsemeroに，
“ｅｙｅ，，と“judgment'，と“blind，，の関係を説いて，彼の性急さをいさめて
いる。
Oureyesaresentinelsuntoourjudgments， 
Andshouldgivecertainjudgmentwhａｔｔｈｅｙｓｅｅ； 
Ｔｈｅｙｃａｎｔｈｅｎｃｈｅｃｋｔｈｅｅｙｅｓ，andcallthemblind． 
（Ｉ．ｉ、72-6）
不吉な展開を予想させるとともに，MMIが進行する間中，登場人物たちのblind‐
nessを我含に意識させる台詞である。
Alonzoがblindになっていることは，兄のＴｏｍａｚｏによって明らかにさ
れる。彼には見えるBeatriceの冷淡さが，弟には見えない`)。Alonzoを殺
すとき，ＤｅＦＩｏｒｅｓは“keepyoureyestraight，mylord,,'（mii、１２）
と彼の目を景色に集中させる。自らの恋にだけ目を集中させていたために消さ
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れてしまう破目になった彼に対する，皮肉な言葉となっている。だがもし
Beatriceをまつすぐに見ていれば，その目の中の冷淡さが読みとれただろう。
Alsemeroのblindnessは，初夜に強調される。処女試しの際のBeatrice
の演技にだまされたばかりか，部屋を暗くされたため，取り替わった花嫁に気
づかない。この時，彼は心理的，物理的な二重のblindnessに陥っていたの
だ。
Diaphantaは一見，女主人に利用された犠牲者のように見えるが，彼女も
またblindnessに陥って自滅した人間である。彼女がlustfulであるのは，
第一幕第一場のJasperinoとの出会いの際に示されているが，Alsemeroを
見る目も決して邪心のないものではない。Beatriceとの密会をとりもつとき，
彼をほめる自分の言葉の中に，充分仁危険性を感じている5)。さらに第四幕第
一場でAlsemero（"ｍｙｌｏｒｄ'，）を捜しているというBeatriceの言葉に，彼
女は“Wouldll]ａｄｓｕｃｈａｃａｕｓｅｔｏｌｏｏｋｈｉｍｔｏｏ１,，（57）とつぶやく
がい，この“ｈｉｍ”は自分にとっての“ｍｙｌｏｒｄ，，（夫となる人）というより
は，Beatriceの言葉を受けて，Alsemeroその人，と読糸とれる。この台詞
が傍白になっていることからも，秘密の臭いが感じられる。報酬よりも情欲に
目がくらんでいたからこそ，我を忘れて寝過し，命を落とすはめになったの
だ。そして，このような彼女に“honestlove,'を抱き“shedeservesit，，
（Ⅳ.ii、89-90）と信じるJasperinoもまた，恋によってblindになった
“smallfools，，（Ⅳ．ｉ、127）の一人である。
ほとんどの人間がblindである中で，最も情欲の虜になっているはずのＤｅ
Ｆ１ｏｒｅｓだけは，ある意味で違っている。己れの情欲を認識しているばかりか，
BeatriceがE|分を嫌うのも，ただの“peevishwill，，（１．ｉ、107）だと，
彼女の本質をつく。初めから，彼女の中に同類の臭いを嗅ぎとっていたように
思われる。
blindnessに陥った人々が“will，，を通そうとうごめくとき，そこは一種
のlabyrinthの様相を体する。そして，Vermanderoの城がその舞台であ
る。
(２） 
Vermanderoは，Alsemeroを招くとき，自分の城を次のように説明する。
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…ｗｅｕｓｅｎｏｔｔｏｇｉｖｅｓｕｒｖｅｙ 
Ｏｆｏｕｒｃｈｉｅfstrengthstostrangers；ourcitadels 
Areplac，dconspicuostooutwardview， 
Onpromonts，topｓ；butwithinaresecrets． （１．ｉ、163-67）
外見には目立って華たしいが，その内では血なまぐさい惨劇がくりひろげられ
ることを考えると，この城（"citadels',）はこのドラマの象徴的な存在であ
る。城の秘密の部分に精通しているのは，おそらくVermanderoの片腕の
ＤｅＦ１ｏｒｅｓだけであり，城主自身すら，めったに歩き回ることはないだろう。
ＤｅＦ１ｏｒｅｓ以外の人物は，この城にとっていわばStrangersなのだ。彼らは
blindの状態で城の中に入り，手さぐりで悲劇へと歩む。
この城はまた，Beatrice自身にたとえることができる。美しい容貌の内に
は，隠された－面がひそんでいた。それは彼女自身も気づかなかった秘密だと
も言えよう。そしてＤｅＦｌｏｒｅｓだけが様々な意味で彼女に精通することにな
るのだ。
城に招かれたAlsemeroは，“ＨｏｗshallIdaretoventureinhis
castle／Ｗｈｅｎhedischargesmurderersatthegate？''(１．ｉ、222-3）と傍
白する。もちろんこれは，BeatriceとAlonzoの結婚式が行われることを知
って，自分の望糸が断たれたことに対する台詞ではあるが，“Ｈｅ〔VermaL
dero〕ｍｅａｎｓｔｏｆｅａｓｔｍｅ，andpoisonsmebeforehand.，，（207）という
言葉と相俟って，今後の展開を暗示する。彼はこの城（＝Beatrice）の内をの
ぞき，最終的にはその秘密を知って，破滅こそしないまでも，poisonを受け
ることになる。
A1onzoが殺されるのは，他でもない，城の極秘の部分である。案内役の
ＤｅＦｌｏｒｅｓの語るように，そこには細く曲りくねった回廊，“thewaysand
straits／Ofsomeofthepassages'，（Ⅱ．ii、159-60）が，長☆と続く。
labyrinthのイメージそのものである。この城こそ，１abyrinthであり，アリ
アドネであったはずのBeatriceは彼を裏切り，その糸であるＤｅＦＩｏｒｅｓは，
彼にから象つき，ミーノタウロスとなって命を奪うのだ。初めに彼はＤｅＦｌｏ‐
resに，“Thoucanstshowme／Thefullstrengthofthecastle？'，
（Ⅱ．iil57-8）と城の案内を頼んだ。請け合ったとおり，ＤｅＦｌｏｒｅｓは，
城＝Beatriceの“fullstrength''を見せてやる。それは，“will，,を通すた
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めには手段を選ばぬ，彼女の「強さ」であり，彼女の「兵力」としての自分自
身でもある７，。
そしてまた，身代わりに初夜の床に送り込んだDiaphantaを殺そうとＤｅ
Ｆｌｏｒｅｓが言い出すとき，Beatriceの中で，彼は同じ“strength”でも，「兵
力」の意味から「とりで」の意味へと変わる。そして，自身の名誉をこれほど
までして守ってくれる，この「とりで」に対して，愛情を抱かないわけにはい
かなくなる。さらに，彼がす早く行動に移って火事をおこしたとき，ＤｅＦｌｏ‐
resの彼女の内での地位は再び変化する。彼女は言う。“Ｔｈｅｅａｓｔｉｓｎｏｔ
ｍｏｒｅｂｅａｕｔｅｏｕｓｔｈａｎｈisservice.'，（Ｖ，ｉ、７２）と。“theeast”は“the
daystar，’であり，“Lucifer”につながる。彼女の目には，Alsemeroに変
わって，今やＤｅＦｌｏｒｅｓが“diamond，'（Ⅱ．ｉ、１５）のように暗闇に輝い
ている。予感どおり，彼女の“mysaint'’は変わったのだ。“Lucifer，’で
あるＤｅＦｌｏｒｅｓへと8)。
Beatriceの運命は皮肉に満ちている。自分の口にする言葉が，そうとは知
らずに常に自らの運命とからみついてゆく。Alonzoとの結婚をせかす父親
に，)，彼女はこう言って嘆願した。
…ｂｅｎｏｔｓｏｖｉｏｌｅｎｔ，ｗｉｔｈspeed 
Icannotrendersatisfaction 
Ｕｎｔｏｔｈｅｄｅａｒｃｏｍｐａｎｉｏｎｏｆｍｙｓｏｕｌ， 
Virginity，ｗｈｏｍｌｔｈｕｓｌｏｎｇｈａｖｅｌｉｖ'ｄwith， 
Ａｎｄｐａｒｔｗｉｔｈｉｔｓｏｒｕｄｅａｎｄｓｕｄｄｅｎｌｙ； 
Cansuchfriendsdivide，ｎｅｖｅｒｔｏｍｅｅｔａｇａｉｎ， 
Withoutasolemnfarewell？ (Ｌｉ、191-7）
嫌いな相手との結婚を避けるための苦しまぎれの口実が，だが，最も嫌った男
との結びつきに現実となって現れる。彼女と“virginity,，とは，性急なDe
Floresによって，挨拶を交わすこともなく別れを強いられるのだ。そして，
ＤｅＦＩｏｒｅｓのロからはっきりと要求が出される前，報酬の金を受け取らない彼
を前にして，彼女はひたすら不安と困惑のうちに傍白する。
(Ⅲ.iV、７１）I,ｍｉｎａｌａｂｙｒｉｎｔｈ． 
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この言葉こそ，この作齢のｋｅｙとなる台詞である。笹山氏の言葉を借りれば，
この悲劇の核心は，「ひとりの“amoral''な人間として行った行為に必然的に
伴う“moral,'な結果が，彼女（Beatrice）をがんじがらめに縛りつけてゆく
過程にある｡｣1ｍこれこそ，彼女が人生で陥ったIabyrinthである。そして，
そのきっかけを作ったのは他ならぬ彼女自身であり，人々をもさそい込んだの
だ。暗闇であがればあがくほど，奥へと迷い込む。彼女は，かつて，“Ｉｗｉｌｌ
ｂｅｓｕｒｅｔｏｋｅｅｐｔｈｅｎｉｇｈｔ.，，（Ⅱ．ｉ、104）と言った。A1onzoと結婚して
も床入りはしない，という意味でつぶやいたこのひと言が，blindのままｈｅｌｌ
へと向かう彼女の人生を示すことになったのである。
そして，もうひとつのlabyrinthが，Alibiusのbedlamにある。だが，
似かよった設定の中で，そこでは人々の「意識」の差が，本筋とは全く異った
展開を導く。
(３） 
ｍａｄｍａｎとｆｏｏｌに化けてAlibiusのbedlamに患者として入り込男L，
Isabellaを誘惑しようとしたAntonioとFranciscusがVermanderoの家
臣であったこと，AlibiusがBeatriceの婚礼の祝宴にmasqueを依頼され
たことの，わずか二点でのＪ３Ｌｍａｉｎｐｌｏｔにつながるｓｕｂｐｌｏｔでは，本筋と
は正反対のｃｏｍｉｃｓｔｏｒｙが展開される。Barkerはこの作品のｃｏｍｉｃＳｔｏｒｙ
の存在価値を全く認めていないし皿)，多くの批評家たちがこのｓｕｂｐｌｏｔを無
視同然に扱ってきた１２)。しかし，BradbrookやEmpson，また笹山氏などに
よって充分に明らかにされているように13)，この二つはテーマにおいても構造
においても，機能の面においても，全く切り離すことはできない。Ｅｍｐｓｏｎの
言うように，この二つは密接に平行して描かれ，bedlamは劇の全場面を支配
し，全てのアイロニーがそこに立ち戻るＭ)。
自分に懸想するAntonioにひとあわ吹かせようと，ｍａｄｗｏｍａｎに変装し
たIsabellaは言う。“Standup，thousonofCretanDedalus,／And
letustreadthelowerlabyrinth；”（Ⅳ､iii、106-7）Vermanderoの城に
多くの鍵があったように１ｍ，このbedlamにも鍵はある。だが，めったにか
けられない'６)。ここではfoolsやｍａｄｍｅｎと正常者とが，混然一体となって
いる。そしてここでの“poison，'は，ムチである。ここは，確たるmoralの
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基準を持たないｍａｉｎｐｌｏｔの世界の縮図なのだ。Antonioの連発する
"cousin'，，“uncle，,，“aunt'，という呼びかけや，“kindred”という言葉
は，ほとんどの人物がｆｏｏｌでありｍａｄｍａｎである，mainplotへのアイロ
ニーとなっている。そしてIsabellaがLollioにFranciscusからの手紙を
見せながら言う台詞が，恋とｆｏｏｌとmadnessの関連をさらにはっきりと示
している'7)。
here，ｓａｍａｄｍａｎ，ａｋｉｎｔｏｔｈｅｆｏｏｌｔｏｏ， 
Alunaticlover． （Ⅳ､iii、3-4）
ｍａｉｎｐｌｏｔとｓｕｂｐｌｏｔのつながりの肢も大きなものは，．“ｐｌａｙ,，という
言葉であろう。“ｐｌａｙ”は，“disguise,’でもあり“ｇａｍｅ”でもあり，さら
には“masque,，と“barley-brake'，につながる。そしてそれは，このドラ
マの根底に流れる，内面と外面，また，「意識」（自覚）の問題に光を投げかけ
ている。
AntonioとFranciscusは，ｆｏｏｌとｍａｄｍｅｎにdisguiseする。しかし
これは“ｇａｍｅ,，としでの「演技」（"ｐｌａｙ'，）であり,“finesport,'（Ⅲ､iii，
200）なのだ。彼らのdisguiseは，他の人との目をくらませながら，当の相手
には，あくまでdisguiseであることを分かせなくては機能を果たせない。
“Junostruckmeblind.',（Ⅲ､iii、７３）というFranciscusの言葉のよう
に，恋によってblindnessに陥ったことを強調するが，決して本質的にblind
になったわけではない。Lollioの“ＡｎｄＬｕｎａｍａｄｅｙｏｕｍａｄ；ｙｏｕｈａｖｅ
ｔｗｏｔｒａｄｅｓｔｏｂｅｇｗｉｔｈ.'，（77-8）の言葉のように，Franciscusは，（そし
てAntonioも）blindnessとmadnessそしてfollyを方便に，Isabellaの
愛を乞いに来たのだ。従ってここでは，ことさら仁外面と内面の違いが強調さ
れる。“Takenoacquaintance／Oftheseoutwardfollies'，（Ⅲ､iii､138-
9)，“thiscounterfeitcoverofamadman',，“dismantledofmypro‐ 
perornaments''，“feigner”（Ⅳ.、、１４Ⅲ22-3,135）といった言葉が氾濫
する。また，“ｅｙｅ，，と“lust，，の関係があからさまに示されるl8Do
Isabellaのdisguiseは，“trick,，「いたずら」（Ⅳ､iii、173）であり，男
たちを手玉に取って楽しむ。彼女がBeatriceより貞潔であったとは言い難
い。賢明ではあるが，「したたか」という形容の方がぴたりとくるように思え
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る。「成熟した精神の持ち主」であり'9〕，夫をはじめとする，全ての人間を高
見から見ている。“ｌｏｃｋｕｐ，'（Ⅲiii，248）された環境の中で，押し流され
ることなく，精神的に「自由」であり，その点で，Beatriceと全く逆の人間
である。Isabellaは，単に退屈しのぎにAntonioたちの芝居に参加したに
すぎないのだ。Lollioは，“Ｙｏｕｍａｙｐｌａｙｗｉｔｈｈｉｍ，assafelywith
himaswithhisbauble.，,（Ⅲ.iii、102-3）というが，彼女が，これはあく
まで「芝居」であるという意識を常に持ち続けたからこそ，「安全なゲーム」
に終わったのである。
ｍａｉｎｐｌｏｔでも，BeatriceやＤｅＦｌｏｒｅｓはdisguiseする。彼女は処女
試しでは「生娘」を，そして「貞潔な妻」を装い，彼は“honestDeFlores'，
を装う。だがそれは“finesports，，とはかけ離れたものであって，知られて
は自己の存在自体にかかわる「芝居」なのである。
Alibiusの片腕であり“honestLollioと呼ばれるLollioは，ＤｅＦｌｏｒｅｓ
に呼応する。だが，彼の場合も“ｐｌａｙ，，が強調され，ＤｅＦｌｏｒｅｓとは一線を
画している。狂人たちが騒ぎ出したとき，彼は“’'1ｌｇｏｕｐａｎｄｐｌａｙｌｅｆｔ‐
handedOrlandoamongstthemadmen.，，（Ⅲ､iiL113-4）と言って消え
る。Isabellaの芝居の中で，彼もまた様々な役を意識的に担っているのだ。
“I，ｌｌｈａｖｅｍｙｆｏｏｌ,ｓｐａｒｔｗｉｔｈｙｏｕ.，'（Ⅲiii、245）と言って彼女に迫る
が，この“part'’は「分け前」という表面上の意味とは別に，ｆｏｏｌへのｄis‐
guise，芝居の「役」だとも言えよう。Allibiusは彼に，“inmyabsence／
Supplymyplace.，,（Lii，39-40）と言って見張りを頼んだ。“''1ｌｄｏｍｙ
ｂｅｓｔ，sir，'（41）と請け合った彼は，主人の意図とは全く逆にではあるが，夫
の代役を懸命に務めようとした“honestLollio”なのかもしれない。
IsabellaはAntonioに，これがあくまでゲームであることを忘れさせない
ためにクギをさす。
Whenyouareweary，youmayleavetheschool， 
Ｆｏｒａｌｌｔｈｉｓｗｈｉｌｅｙｏｕｈａｖｅｂｕｔｐｌａｙ,ｄｔｈｅｆｏｏＬ 
（Ⅲ.iii、145-6）
この台詞は，ｍａｉｎｐｌｏｔとsUbplotの世界の根本的な相違を示している。芯
までblindnessに陥ったｍａｉｎｐｌｏｔの人物たちと違って，ここでは誰でも，
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いつでも自由に自分の意志でIabyrinthから出てゆくことができる。
(４） 
Isabella 
brakeは，
れていた。
Floresは
とAntonioのやりとりの間に奥で狂人たちの興じているbarley‐
彼らの恋のゲームを象徴する。そして本筋でも，このゲームは行わ
そこでは，命がけのものとして。最終幕で，死を目前にしたＤｅ
Ａｌｓｅｍｅｒｏに言う。
Ａｎｄｔｈｅｗｈｉｌｅｌｃｏｕｐｌｅｄｗｉｔｈｙｏｕｒｍａｔe 
Atbarley-brake；ｎｏｗｗｅａｒｅｌｅｆｔｉｎｈｅｌｌ．（Ｖ,iii、162-3）
Beatriceがcoupleを組む候補には，Alonzo，Alsemero，ＤｅＦｌｏｒｅｓがい
た20)。彼女は何とかAIsemeroと組むために画策したが，クジはＤｅＦｌｏｒｅｓ
に当たり，終局，二人はｈｅｌｌに残された。狂人たちは叫んでいた。“Catch
there，catchthelastcoupleinhell1''（Ⅲiii、165）彼らのゲームに逃げ
場はない。
本筋と脇筋を結ぶもうひとつのｋｅｙは，ｍａｄｍｅｎとfoolsによる“ｗｅ｡‐
dingmasque，'の“rehearsal''である２１〕oAIibiusとLollioは，入院患者た
ちに，念入りにリハーサルをさせていた。“oncemorerehearse,,'“rehearse
thewholemeasure，,（Ⅳ.iii，６４，６８）と，この言葉が強調され，なおかつ，
このmasqueが，“Tofinish…andmakethefag／Ｏｆａｌｌｔｈｅｒｅｖｅｌｓ,，，
(Ⅲiii、256-8）“ａｓｉｆｔｏｃｌｏｓｅｕｐｔｈｅｓｏｌｅｍｎｉｔｙ,,'（Ⅳ､iii、５４）と，祝宴
の「しめくくり」であることが二度にわたって言及される。そして，これらの
点でも，本筋との結びつきは最終幕で明らかになる。Alsemeroは，closetに
閉じ込めたＤｅＦｌｏｒｅｓとBeatriceに言う。
…rehearseagain 
Yoursceneoflust，ｔｈａｔｙｏｕｍａｙｂｅｐｅｒｆｅｃｔ 
Ｗｈｅｎｙｏｕｓｈａｌｌｃｏｍｅｔｏａｃｔｉｔｔｏｔｈｅｂｌａｃｋａｕｄｉｅｎｃｅ 
（Ｖ・iii，114-7）
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bedlamでのリハーサルこそ，主筋での人間のうごめく様を象徴していたの
だ。本番は，ｈｅｌｌでBeatriceとＤｅＦｌｏｒｅｓが行うことになる。そこでは，
全ての、askははぎとられ，“lastdance，，が“lustmorris”となるのだろ
う。いや，全てが明らかになった今,彼らにとってここはすでにhellなのだ。
憎悪のまなざしで見つめる一種の“blackaudience'，の前で，二人は“scene
oflust”を披露する。それは，“doublesuicide,，とも言える，殺人劇であ
る。傷ついたBeatriceをかかえ，ＤｅＦｌｏｒｅｓは自らを刺しながら叫ぶ。
Makehaste，Joanna，ｂｙｔｈａｔｔｏｋｅｎｔｏｔｈｅｅ： 
Canstnotforget，ｓｏｌａｔｅｌｙｐｕｔｉｎｍｉｎｄ， 
Ｉｗｏｕｌｄｎｏｔｇｏｔｏｌｅａｖｅｔｈｅｅｆａｒｂｅｈｍｄ． (Ｖ・iii、175-7）
ＤｅＦｌｏｒｅｓの与えた“token，'は，「短刀の一撃」というよりは，もっと生だ
しいものを想像させる。二人の結びつきは，肉体的なもので始まったのだか
ら，closetの中で行われたことは，それをもっと確かなものにするための
Sexualな儀式であっただろう。そして，ＤｅＦｌｏｒｅｓはある意味で彼女を最後
まで守りとおしたのだ。
この作品の“changeling”の意味は多様である。多くの人が指摘している
ように，最終場面では“change''という語が９回も使われ，ほとんど全ての
人物が，何らかの変化を経た“changeling,'である。醜い「とりかえっ子」
のＤｅＦｌｏｒｅｓも，Beatriceの中で，“serpent”から“saint,，に変わった。
そうした中で，彼自身のBeatriceへの愛（情欲）だけは変わらなかった。彼
は，“Fatesdoyourworst''（１．ｉ、103）と，真っ向から運命に挑戦し，
ひとつの生き方を貫いたのだ。，
そしてまた，うつるいやすい“changeling,’であるBeatriceも，強いら
れたこととは言え，肉体的にはＤｅＦｌｏｒｅｓひとりに操を立てた。彼女はまた，
「モラルの欠落」という点でも，終始変わることがない。KennethMuirは，
これがもし“highestkindoftragedy”でないとすれば，それはヒロイン
が自己認識を欠き，自らについての真実に目覚めることなく終わるところに
あると言っているが22》，Beatriceには死を目前にしても罪に対する自覚はな
い。鳥や獣にdisguiseしてバルコニーに現れた狂人たちを，Isabellaはこう
説明した。
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Ｙｅｔａｒｅｔｈｅｙｂｕｔｏｕｒｓｃｈｏｏｌｓｏｆｌｕｎａｔics， 
Thatacttheirfantasiesinanyshapes 
Suitingtheirpresentthoughts；… 
ａｌｌ ＤＣ● 
Ａｓｔｈｅｉｒｗｉｌｄｆａｎｃｉｅｓｐｒｏｍｐｔ，ｅｍづ (Ⅲ､iii，192-8） 
この言葉こそ，その時為の欲望によって動かされ，“deed，screature，，とし
て変化しつづけるBeatriceの姿である。blindのままに，“wildfancies,，
が“prompt，'するままに演じてきたのだ。Ｐ・Thomsonは，「彼女のbasic
sinは，他の人々をpuppetsのように扱うことを当然の特権だと思っていた
ことだ」と言っているが2ｍ，その彼女自身こそ，単なるpuppetにすぎなかっ
たたのだ。Beatriceの皮肉な運命は，まさにこのIsabellaの台詞に集約され
ている。
(５） 
この悲劇は，すでに幕開きの前からアイロニーという大きな枠でかこまれて
いる。物語は結婚式の－週間前，つまり祝宴の準備に始まり，初夜の翌日に終
わる。BeatriceとAlsemeroの出会いは，“holyplace，，の教会であり，
本来ならばそこが“perfection，'（完成の場）（Ｌｉ、１２）となるはずであっ
た。だが，あらゆる祝福と純潔に満ちているはずの結婚の祝宴の内で，情欲が
うごめき，殺人と復灘が行われる。そして実際の“perfection，'（しめくくり）
は，BeatriceとＤｅＦｌｏｒｅｓの演ずるおぞましいmasqueであった。結婚式
は悲劇へのセレモニーだったのだ。第一幕で，VermanderoがAlsemeroを
城に招いたときの台詞が，皮肉な響きをもって思い出される。
Ｙｏｕｍｕｓｔｓｅｅｍｙｃａｓｔｌｅ， 
Andherbestentertainment． (１．ｉ、201-2）
"Castle，’というlabyrinthでの“bestentertainment”は，他ならぬ主人
公の演ずる悲劇であり，彼女は血ぬられたvirginroadを，ｈｅｌｌへと歩んで
行った。ｃＯｍｅｄｙの背景，あるいは大団円の場となるべき結婚式という設定の
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中で，彼女の悲劇は際立ち，“disguise''の意味は深まる。そしてなお，その
結婚自体が，結局は成就していなかったという事実が，外面とその内面にひそ
むものとの相違という根本的なテーマを，いっそうアイローカルに浮き出させ
る。
本筋と脇筋は平行して進み，Isabellaたちの行動を，Beatriceたちの行動
のパロディーとしつつ，その裏返しのものとして描かれる。互いに相通じる状
況の中で一方を喜劇として描くことで，作者は本筋における悲劇の世界を，ア
イロニカルに描き出した。それによって，Beatriceの悲劇とは，人類が直面
すべき一大悲劇ではなく，喜劇になり得るもの，つまらぬものであると言って
いるように思える。そしてその点にiも，外面と内面の問題がひそんでいるし，
あの種のモラルがくゑ取れるのである。
舞台と観客という面から見ても，このドラマはアイロニカルな構造を持って
いる。まず，舞台があって我々観客がいる。しかし，その登場人物たちは，ド
ラマの中で，それぞれにいわばメタシアター的な要素をもって演技している。
BeatriceやＤｅＦｌｏｒｅｓは，その内面を隠すために。AntonioやFranciscus
はその内面を見せるために。そしてIsabellaは，演技自体を楽しむために。
各奄が他の登場人物たちに見られることを充分に意識しているのだ。
さらに，bedlamの患､者たち，ｍａｄｍｅｎとfoolsという存在がある。彼ら
は，この作品で特殊な役割を担っている。これまでに述べて来たように，彼ら
はｓｕｂｐｌｏｔの，またｍａｉｎｐｌｏｔの人物たちの動きを象徴する。その意味
で，注釈者としてのコロスの役を果たしていると言えよう。だが彼らは，もっ
と直接的にこのドラマの世界に関与している。鳥や獣にdisguiseしてバルコ
ニーに現れるとき，ｍａｄｍｅｎはIsabellaたちの「芝居」の見物人なのであ
る。そしてなお，彼らは本来，見られる側の人間なのだ。当時の観客にとって
も，Isabellaにとっても，その意識は変わらない2`)。現に,Isabellaは彼ら
の振る舞いを見て楽しもうと，Lollioに“Ａｆ[ordmethenthepleasure
ofyourbedlam',（Ⅲ､iii、２１）と言っている。ここでは，見る立場と見ら
れる立場が互いに交錯している。
AntonioとFranciscus，そしてIsabellaとの関係でも，観客と演技者と
いう立場は微妙である。Isabellaは，disguiseすることによって彼らの芝居
に加わり，演じつつ，彼らの演技をながめている。
見る立場と見られる立場が交錯するとすれば，観客もまた，見られる立場に
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あるのかもしれない。そして，劇中のｍａｄｍｅｎやfoolsが，一見正常とさ
れる人角と“kinsmen”であるなら，彼らと我盈との間にも，同じ公式が成
り立つであろう。Isabellaの，“here，ｓｎｏｎｅｂｕｔｆｏｏｌｓａｎｄｍａｄｍｅｎ.，,
（Ⅲ.、、１４）という言葉に対してLollioの言った，“wherewillyoufind
anyother，ｉｆｙｏｕｓｈｏｕｌｄｇｏａｂｒｏａｄ?'，（15-16）は，我々世間一般に対す
る作者の皮肉でもあるかもしれない。我々はIsabellaのように，この劇をひ
とつの“pitifuldelight,,'“mirth，，また“pleasure，，（Ⅲiii、２５，２７，２８）
としてながめている。しかし，その我々の内に，Lollioの表現するところの，
“discreetestmadman'，，“understandingmadman，，（29,30）がひそん
でいないとは言い切れない。
AIsemeroは最後に叫んでいた。
…ohcunningdevils1 
Howshouldblindmenknowyoufromfair-fac,dsaints？ 
（Ｖ・iii、108-9）
人間はみな，人生というlabyrinthをさまようＭｉｎｄなのだ。目を開かない
限り，気づいたときには“Ｗｅａｒｅａｌｌｔｈｅｒｅ〔hell〕，itcircumscribeshere.”
（Ｖ,iii、164）ということになるだろう。
我々はBeatriceに同情は感じない。しかし，こうしたことを考えるとき，こ
の悲劇は，現実性をもって我々に迫ってくる。
この作品はThomasMiddletonとWilliamRowleyとの共作によるもの
で，当然その功績をMiddletonの承に帰することはできない25〕。しかしなが
ら，今まで述べて来たような作品全体に流れるアイロニーは，確実にMiddle‐
tonのものであり，彼のこれまでの作品を特徴づけていたものである2`)。Ｔｈｅ
Ｃﾉidz"深""ｇにおいて，彼はあらゆる角度から，人間性にアイロニーという光
を当てたのだと言えるだろう。
注
1）Ｍ､Ｃ・Bradbrook，Ｔ力e”２ｓ｡“ＣＯ""２打"｡〃ｓ"EZizabeｵﾉﾚ｡z〃Ｔγα牢`ｙ
（CambridgeUP.，1935)，ｐ､214. 
2）以下，本稿中のテキスト引用はTheRevelsedition，Ｔ〃ｅＣｈｄＺ"geJi"９，ｅｄ・
ＮＷ・Bawcutt（London,1958）による。なお〔〕内は筆者による加筆。
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３）Why，，tisimpossiblethoucanstbesowicked， 
Orsheltersuchacunningcruelty， 
Ｔｏｍａｋｅｈｉｓｄｅａｔｈｔｈｅｍｕｒｄｅｒｅｒｏｆｍｙｈonourl（miv、１２ト3）
４）Ｔｏｍａｚｏは二人を出迎えたBeatriceを見て，“Iｎｔｒｏｔｈｌｓｅｅｓｍａｌｌｗｅｌｃｏｍｅ
ｉｎｈｅｒｅｙｅ.”（Ⅱ．ｉ、106）というが，Alonzoは否定し，Ｔｏｍａｚｏは“here
islove，stamemadness.,'（154）とあきれる。ここでは，subplotで鯛確にな
る，「恋は人を同時にblindでｆｏｏｌでｍａｄにする」という命題が示されてい
る。
５）completegentleman， 
Ｉｄａｒｅｎｏｔｂｅｔｏｏｂｕｓｙｗｉｔｈｍｙｐｒａｉｓｅｓ， 
Ｔｈ，aredangerousthingstodealwith9（mii、3-5）
６）Ⅲ`look''，‘,see',，“eye''など，視覚に関する言葉は，特に“lust，，と密接に結
びついて多く用いられている。
７）もっとも，A1onzoには，全てがBeatriceの差し金であることは最後まで知ら
されてはいない。
８）Ｗb'"e〃ＥＣ⑫αγｅＷｂ腕c〃のBiancaが，Ｄｕｋｅに“shelter''を求めてその
腕にとび込んだのと同じように，Beatricei6DeF1oresに「頼れる男」を見い出
したのである。
９）Vermanderoもまた，娘婿によってもたらされる名誉しか見えないblindであ
る。
10）笹山隆，“IntroductiontoTﾉｶＥＣﾙα"gBJilzg”（篠崎書林，1968)，ｐ、ｘ1.
11）Ｒ､HBarker，ThD池ａｓ、疵“ルビ0〃（London，1958)，ｐ、129.
12）Ｔ・Ｓ､Eliot，“ThomasMiddIeton,,'Ｓｅ形ｃｊＢ‘Ｅｓｓａｙｓ（London，1958),Ellis‐
Fermor，ＴＡｌｅノdzcDDeα〃Ｄ｢α”ａ（London，1958）など。
13）ＭＣ・Bradbrook，Ｔﾉhe腕Ｃｓα“ＣＯ"zwztiO"Ｓ；ＷＢＥｍｐｓｏｎ，“Double
Plots，'，so”eVb7sio"ｓ”ＰａｓｆｒａＪ（London，1935）；笹山隆「ダプルプロット
の問題点」『ドラマと観客』（研究社，1982)。
14）WEmpson，ｐ、49.
15）ＤｅＦ１ｏｒｅｓの台詞に朗らかである。
Yes，ｈｅｒｅａｒｅａｌｌｔｈｅｋｅｙｓ；Iwasafraid，ｍｙｌｏｒｄ， 
Ｉ'dwantedforthepostern，ｔｈｉｓｉｓｉｔ．（Ⅲ．ｉ、1-2）
16）Lollioの台詞に示される。
ISeldomlockthere，,ｔｉｓｂｕｔｓｈｏｏｔｉｎｇａｂｏｌｔｏｒｔｗｏ，ａｎｄｙｏｕａｒｅａｍｏｎｇｓｔ 
Ｄｅｌｎ． （Ⅲ.、、34-5）
17）注4）を参照。
18）Lollioの，“ａｗｏｍａｎ，tbeysay，ｈａｓａｎｅｙｅｍｏｒｅｔｈａｎａｍａｎ.'，（Ⅲ､iii、
74-5）の“eye,'は女性の秘部をさす。注の６）を参照。
19）笹山隆「悪と流血の悲劇」『講座英米文学史劇Ｉ』（大修館書店，1987)，
ｐ､247. 
20）当時行われていたこの一種の「鬼ごっこ」では，６人（男女３人ずつ）がクジ引
きで３組のカップルになり，地面を三つに区切って中央を“Iiel1”とした。
21）KennethMuirは，このmasqueの本番は実際の上演では最終幕のはじめに行
われ，AntonioとFranciscusがA1onzo殺害容疑で捕まるのだろう，と推測し
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ている。
‘‘IntroductiontoTho加ａｓＭｿ`dにｊＯ〃Ｔハァ“ＰＪａｙｓ（Everyman'sLibrary，1975)，ｐ、vii
22）KennethMuir，ppxiii-xiv、
23）PatriciaThomson，“IntroductiontoT〃ｅＣﾊα〃gcJi"９（TheNewMer‐
maids，1964)，ｐ・xiL
24）１７世紀のTheBedIam（BethlehemHospital）には，狂人たちを見て楽しもうと見物客が訪れていた。この作品のVermanderoの猫疑心も，そこに端を発している。
25）各々の分担箇所に関しては，ほぼ次のように考えられている。
Middleton：Ⅱ、ｉ－ｉｉ；Ⅲ、ｉ－ｉＬｉｖ；Ⅳ、ｉ－ｉｉ；Ｖ，ｉ－ｉｉ、
Ｒｏｗｌｅｙ３Ｉｌｍ､iii；Ⅳ､iii；Ｖ・iii．
Ｓ・Schoenbaum，ノMｿｺﾞﾙﾉ0",s7ragrcdies（NewYork，1955)，ｐｐ､208-17を参照。
26）この作品は1622年の作と推定されるが，それまでMiddIetonはｃｉｔｙｃｏｍｅｄｙを始めとする様々なジャンルで作品を著してきた。そのほとんど全てにわたって鋭
いアイロニーが見られるが，中でもＡＣＡｌａｓ'ｅｊＭｍｄｊｌ２ＣＡｅａＰｓｉａｅ（1613）に，
ｃｏｍｅｄｙにおける彼のアイロニーの結集を見ることができよう。
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